
■
主
な
内
容
■

平
成
２３
年
第
４
回
定
例
会

～

一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど

３５
案
件
を
審
議
～

平
成
２３
年
第
４
回
定
例
会
は
、
Ｈ

月
３０
日
か
ら
１２
月
１２
日
ま
で
の
１３
日

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、　
一
般
会
計
補
正

予
算
、
条
例
案
な
ど
３５
案
件
に
つ
い

て
慎
重
に
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
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堀 江 健

T戸 15(68歳 )

■゛

し

あ

●さ

稲 川 新 1

新治 2003-ヽ ヽ (11歳 )

田 中 隆 徳  小 島 信 一  保 坂 直 樹
小栗 1907(13歳 )下 野殿 9753(55歳 )新治 200317(29歳 )

増 渕 慎 治  大 嶋  茂

丙 1532(62歳 )玉 ri 96 1l l12歳 )

真 次 洋 行  加 茂 幸 恵  石 島 勝 男

幸町3817“ 1歳)一本松 18665(66歳)中 L野 175卜 2(63歳 )

新
年
の

新
年
に
あ
た
り
ま
し
て

一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
■
●
●
一

市
民
の
皆
様
に
は
、
新
春
を
迎
え
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝

の
こ
と
と
●

お
慶
び
申
し
■
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
　
●
●
●

一．

昨
年
を
振
り
返

っ
て
み
ま
す
と
、

三
月
十

一
日
の
東
日
本
大
震
災

一

や
原
発
事
故
に
よ
り
、
多
く
の
人
々
が
苦
し
め
ら
れ
た
年
で
あ
り
ま

●

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
我
が
筑
西
市
も
茨
城
県
も
国
も

一
丸
と
な
り
、

助
け
合

い
な
が
ら
復
興
に
向
け
た
歩

み
を
力
強
く
踏
み
出
し
た
こ
と

も
事
実

で
あ
り
ま
す
。

日
本
人
が
苦
境
に
立

っ
た
時

の
団
結
力
の
強

さ
を
改
め
て
実
感

い
た
し
ま
し
た
。

さ
て
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
新
中
核
病
院

の
建
設
や
ス
ピ
カ
ビ

ル
の
活
用
な
ど
難
間
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
私
た
ち
市
議
会
と

い
た
し
ま
し
て
も
、　
二
つ
の
特
別
委
員
会
を
設
置
し
市
民
の
付
託
に

応
え
る
べ
く
全
力
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
´
　
一　
　
　
．一

今
後
も
、
市
民

の
皆
様
方

の
ご
意
見

・
ご
要
望
を
拝
聴
し
、
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
し

つ
か
り
と
反
映

で
き
ま
す

よ
う
、
議
員

一
同
な
お

一
層
の
努
力
を
傾
注
．し
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

市
民
の
皆
様
方

の
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
あ
げ
、
新
年

の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

．

く`
=>

ξル
一　

ヽ
，や

津 田  修  須 藤  茂

辻‖716ヽ 歳) 女方 167(60歳 )

外 山 壽 彦  尾 木 恵 子

新治2003265歳)女方 9659(56歳 )

塚 原 鉄 雄

辻 1310(61歳 )

榎 戸 甲子夫

茂田 l‖ 1(63歳 )

箱 守 茂 樹  赤 城 正 徳

」ヽl H553 6“ 6歳)赤 浜 691(69歳 )

二 浦  譲  藤 川 寧 子  齊 藤  晃

門井1260S(58歳 )伊讃美13172(67歳)海老ヶ島13075(70歳 )

秋 山 恵 一

人口lFS(bl歳 )

【議
席
順
】

議  長

鈴 木  聡

l1 9735(67歳 )
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平成 23年 第 3回 臨時会議決一覧表

事件の番号 名件 容内 朋
果

諌
結

幸風     ti
第 24号

処分事件報告について (筑西市職員の公益

的法人等への派遣等に関する条例の一部改正 )

職員を公益的法人等へ派遣等する場合に関す

る条例を改正するもの

1031

報  告

案
号６

議
第

平成 23年度筑西市一般会計補正予算

(第 5号 )

一般会計予算に 1億 7,591万余円を追加する

もの。主な内容は、下館北中学校整備事業費など

10 31

原案可決

平成 23年 第 4固 定例会議 決一覧表

事件の番号 名件 容内 用
果

識
結

生
ロ
ロ万

５０
一

報
第

処分事件報告について (和解に関すること

及び損害賠償の額を定めることについて )

玉戸地内での公用車の接触事故により、損害

賠償金として 12万余円で和解したもの

11 30

幸反    :与

案
号Ｏ

ι
沢
υ

議
第

筑西市職員の給与に関する条例等の一部

改正について

人事院及び県人事委員会勧告に基づき、給与

月●lの 弓下げ及び持家に係る住居手当の支給

廃上をするもの

11 30

原案可決

生
口
旦句

３６

報
第 市道路線の廃上について

明野地区における経営体育成基盤整備事業・

大川南地区により27路線を廃止するもの

12 12

原案可決

議  案
第 64号 市道路線の認定について

明野地 κにおける経営体育成基盤整備事業

大川南地区による 39路線、寄附採 ll lに よる

1路線、計40路線を認定するもの

12 12

原案可決

案
号Ｅ

Ｊ
沢
Ｕ

議
第 市の境界変更について

長讃地区土地改良事業の施行に伴い、桜川市真壁

町大字源法寺の一部区域 35,113.1311nを筑西市、

筑西市大字上西郷の一部区域 35,11312113を 桜川

市に編入するに当たり、県議会の議決を経て総務

大臣に申請するため、議会の議決を求めるもの

12 12

原案可決

議  案
第 66号

境界変更に伴 う財産処分に関する協議に

ついて

長i貴 地κ土地改良事業による境界変更に伴い

境界変更区域の法定外公共物を、境界変更後の

κ域のそオ1ぞれの市の所有とするHl産処分を脇

議するため、議会の議決を求めるもの

12 12

原案可決

案
号ク

ｒ
ａ
ｕ

議
第 字の区域の変更について

谷永島地区土地改良事業に伴い、細田、谷永島、

柳及び知行地内の字の区域を変更するもの

12

原案可決

案
号Ｑ

ｏ
０^

議
第 筑西市民会館条例の廃止について

筑西市民会館を廃止するため、条例を廃止す

るもの

12 12

原案可決

議  案
第 69号 筑西市児童公園条例の一部改正について

明野地区及び関城地区の 34の児童公園のう

ち、国有地を借用 している向上野、寺上野、

海老江の児童公園を除く31の児童公園を条

例から削除するもの

12 12

原案可決

案
号０ウ

‘

議
第 筑西市税条例の一部改正について

平成 23年度の税争1改 l「 に伴い、過料及び罰

金の引き 卜げ並びに罰則IHL定 の新設をするた

め、条例の改正をするもの

12 12

原案可決

案
号ウ‘

議
第

スポーツ基本法の施行に伴う関係条例の

整備に関する条例の制定について

スポーツ基本法の施行に伴いスポーツ振興審

議会及び体育指導委員の名称を改めるもの

1212

原案可決

案
号つ

ん
ウ
イ

議
第

筑西市農業集落排水処理施設条例の全部

改正について

1111/等 の排除の禁 1ヒ 及びこれに対する罰則等

の規定を追加するため、条例の全部を改 iFす

るもの

12 12

原案可決

案
号０

じ
ウ
′

議
第

筑西市農業集落排水処理施設使用料条例
合併前の日4市町の区域ごとに定めていた農業

集落排水施設の使用料を統一するほか、使用料

滞納者に対する措置を新たに設け、罰則規定を

規定し直すため、条例を改正するもの

12 12

の一部改正について 原案可決

議  案
第 74号

平成 23年度筑西市一般会計補正予算

(第 6号 )

一般会計予算に2,361万 余円を追加するも

の。主な内容は、東日本大震災農業生産対策事業、

災害対策貸付金、下館中学校校舎整備事業など

12 12

原案可決

案
号医

Ｊ
ウ
‘

議
第

平成 23年度筑西市国民健康保険特別会

計補正予算 (第 1号 )

国民健康保険特別会計に、退職被保険者等療

養給付費、一般被保険者高額療養費などを増

額するもの

12

原案可決
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平成 23年 第 4固 定像」会議決一覧表

事件の番号 名件 内 容 用
果

融
結

案
号６ワ

イ

議
第

平成 23年度筑西市後期高齢者医療特別

会計補正予算 (第 2号 )

後期高齢者医療特別会計の、健康診査受診券等印

刷、通知書封入委託を債務負担行為とするもの

12

原案可決

案
号

一

′タ
イ

議
第

平成 23年度筑西市公共下水道事業特別

会計補正予算 (第 2号 )

公共下水道事業特ツl会計の職員異動によるIFl

員給与を調整するもの

1212

原案可決

案
号８″

‘

議
第

平成 23年度筑西市農業集落排水事業特

別会計補正予算 (第 2号 )

農業集落排水事業特別会計に、農集排施設維

持管理経費を増額するもの 原案可決

案
号９

議
第

平成23年度筑西市下館結城都市計画事業八丁

台土地区画整理事業特別会計補正予算 (第 1号 )

八丁台土地区両整Iせ事業特別l会 言|に 、八丁台

街路事業の事業確定により減額するもの

1212

原案可決

案
号０Ｑ

０

議
第

平成 23年度筑西市介護保険特別会計補

正予算 (第 2号 )

介護保険特別会計に、東日本大震災による介護利

用負担免除、食費・居住費免除を増額するもの 原案可決

案
号Ｑ０

議
第

平成 23年度筑西市介護サービス事業特

別会計補正予算 (第 2号 )

介護サービス事業特別会計の、通所介護サー

ビス事業委託、予防給付ケアマネジメント委

ILを債務負lH行 為とするもの

12

原案可決

案
号り

ι
０
０

議
第

平成 23年度筑西市水道事業会計補正予

算 (第 2号 )

水道事業会計の職員異動による職員給与を調

整するもの

12

原案可決

案
号つ

０
Ｑ
υ

議
第

平成 23年度筑西市病院事業会計補正予

算 (第 3号 )

病 院」「■
‐
会計を、市民病 lt入 院病棟閉l llに よ

る影響により減額するもの

12 12

原案可決

願
号４

請
第 教育予算の拡充を求める請願

少人数学級を推進するとともに、義務教育費

国庫負担制度を堅持することを求めるもの

12

採  択

願
号６

一画
竹カ

eLTAX早期導入に関する請願
茨城県で lltい 導入率となっている地方lttt r

申告の早llH導 入を求めるもの

1212

採   択

願
号

請
第 市民会館再建に関する請願

市民の文化活動の中心となる市民ホールの再

建を求めるもの

12 12

採  択

願
号

請
第

「東海第二原発の廃炉を求める意見書」

採択を求める請願

束 7il第 二原発の廃炉を求める意見書の採択、

県と国に提出を求めるもの

12 12

継続審査

願
号

請
第

年金受給資格期間の 10年への短縮を求

める請願

無年金者の原因ともなる長すぎる受給資格期間の

短縮を求める意見書の採択、提出を求めるもの

12 12

採   択

願
号０

請
第

消費税によらない最低保障年金制度の創

設を求める請願

財源を消費税に求めない最低保障年金制度の実

TNtを 求める意見書の採択、提出を求めるもの

12 12

採   択

情
号

陳
第

「県立高校の統廃合の中止 と県立高校

30人以下学級実現を求める意見書提

出」に関する陳情

県立高校の統廃合の中止、県立高校の 30人
以下学級の実現のために、意見書の採択、提

出を求めるもの

12

継続審査

情

号

陳
第

「緊急事態基本法」の早期制定を求める

意見書提出に関する陳情

国が 「緊急事態基本法Jを 早急に制定するよ

う、意見書の採択、提出を求めるもの

12 12

採   択

【議員提出議案】

議員提出議案
第 4号

教育予算の拡充を求める意見書 (案)の

提出について

少人数学級の推進、教育予算の拡充を求める

意見書を国に提出するもの

12 12

原案可決

議員提1願案
第 5号

年金受給資格期間短縮の早急な実施を求

める意見書 (案)の提出について

年金受給資格の短lllを 求める意見書を国に提

出するもの

12

原案可決

議員提出議案
第 6号

消費税によらない「最低保障年金」の早急な

創設を求める意見書 〈案)の提出について

消費税によらない 「最低保障年金Jの早急な

創設を求める意見書を国に提出するもの

12

原案可決

i義 員li‖ 1議案
第 7号

「緊急事態基本法」の早期制定を求める

意見書 (案)の提出について

「緊急事態基本法Jを 早急に制定するよう意

見書を国に提出するもの

1212

原案可決



【
質

疑
】

市

民
会

館

の
廃
止
条

例

が
提

出
さ
れ

て
い
る
が
、
市

民
会
館

が
使

用

で
き
な

い
状
況
を
ど

の
よ
う

に
考

え

て

い
る
の
か
。

【
市

長
】

震
災

に
よ

り
市

民
会
館

が
使

え
な

い
状

況
で
、

文
化
芸
術

団
体

の
発

表
会
等

の
イ

ベ
ン
ト

は
、

結
城
市

の
ア

ク

ロ
ス
や
下
妻
市

の
市

民
会
館
、
市
内

の
ダ

イ
ヤ

モ
ン
ド
ホ
ー

ル
等

を
お
借

り

し

て
い
る
。
今
後
建

て
か
え
を
す

る
に

当

た

っ
て
は
、

１０
万
人
を
超

え
る
本
市

の
市

民
ホ
ー
ル
と
し

て
ふ
さ
わ
し

い
規

模
、

形
態

を
、

利
用
し

て

い
る
市

民
団

体

か
ら

の
ご
意
見

を
よ
く
伺

い
、

市

民

と

の

コ
ン
セ

ン
サ

ス
を
深
め

て
い
か
な

け
れ
ば

い
け
な

い
と
考

え

て
い
る
。

【
質

疑
】

市

民
会

館

の
再
建

の
請

願

が

出

て

い
る
が
、
市
長

の
考

え
を
伺

い
た

い
。

【
市

長

】

請

願

に

つ
い

て

は
、

尊

重

し

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

使
用
料
に
つ
い
て

【
質
疑
】
農
業
集
落
排
水
処
理
区
域
は

い
く

つ
あ
る
の
か
。

【
上
下
水
道
部
長
】

下
館
地
区
１３
、

関

城
地
区
４
、
明
野
地
区
４
、
協
和
地
区

５
、
合
計
％
区
域
で
あ
る
。

【
質

疑
】

使

用
料

の
統

一
を
行

う

が
、

概
要
を
伺
い
た
い
。

【
上
下
水
道
部
長
】
受
益
者

の
公
平
性

や
少
人
数
世
帯
に
配
慮
し
、

８
種
類
の

料

金
体
系

を
市
内
統

一
料

金

と
し

た
。

Ｃ
基
本
料
金

十
使
用
人
数

＝
使

用
料

②

一
般
家
庭
用
と
業
務
用

（事
業
所
等
）

の
２
種
類

【
質

疑
】

使

用
料

の
滞

納

整

理

や
加

入

促
進

に

つ
い
て
伺

い
た

い
。

【
上

下
水

道

部

長
】

地

元

の
役

員

や
市

の
職

員
が
個
別
訪
間
を
し
て
加

入
促
進

や
滞
納
整

理
推
進

を
行

っ
て
い
る
。

今

回

の
条
例
改

正
で
、

不
正
を
行

っ
た
者

に
対
し

て
使

用
停
止

や
過
料
を
科
す

罰

則
も
追
加
し
た
。

壕江一・“

．■
静
ニ

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

災

害

対

策

費

貸

付

金

に

つ

い

て

【
質

疑
】

東

北
地

方

太

平
洋

沖

地

震

に

よ

る
本
市

の
被
害
状
況
を
伺

い
た

い
。

【
福

祉

部

長

】

全

壊

５

件
、

半

壊

１
４
２
件
、　
一
部
損
壊

５
，

３
７
７
件

が
‐２
月

２
Ｈ
現
在

の
被
害
状

況

で
あ

る
。

【
質

疑
】

災

害

援
護

資
金

の
貸

付

を
受

け

ら
れ

る
条
件

と
貸
付

の
状

況
を
伺

い

た

い
。

（
福

祉

部

長

】

全

壊

と

半

壊

が

貸

付

の
条

件

と

な

り
、

全

壊

５
件

と

半

壊

１
４
２
件

の
合
計

１
４

７
件
が
対
象

と

な

る
。

そ

の

う

ち
、

貸

付

済

が

１６

件
、

中
し
込

み
が
９
件

の
合
計

２５
件

と
な

っ

て
い
る
。

【
質
疑
】
貸
付
利
息
は
被
災
地
域

の
た

め

１
・
５
％
で
低
利
率
だ

が
、

予
想
外

の
出
費
に
な
る
た
め
、
利
子
の
補
給
を

で
き
な
い
か
伺
い
た
い
。

【
福
祉
部
長
】
据
置
期
間

の
６
年
間
は

無
利
子
で
あ
り
、
ま
た
、
連
帯
保
証
人

を

つ
け
れ
ば
無
利
子
に
な
る
た
め
現
時

点
で
は
利
子
の
補
給
は
考
え
て
い
な
い
。

【
質
疑
】

こ
の
制
度

の
Ｐ
Ｒ
に

つ
い
て

伺

い
た
い
。

【
福
祉
部
長
】
広
報
紙

へ
の
掲
載

の
ほ

か
、
貸
付
可
能
対
象
者

へ
個
別
に
周
知

し
て
い
る
。

ま
た
、
利
率
、
貸
付
期
間
、

据
置
期
間
等

の
改
正
が
あ

っ
た
時
も
広

報
紙
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
。

下

館

南

中

学

校

の

校

庭

拡

張

に

つ

い

て

【
質
疑
】

下
館

南

中

学
校

校
庭
拡

張

の

ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に

つ
い
て
伺

い
た

い
。

【
教
育

次

長
】

平
成

２４
年
度

に
実

施

計

画
を
作
成
し
、

平
成

踊
年
度

に
造
成

工

事

に
着
手
し
、
平
成

２６
年
度

に
は
、
サ

ッ

カ
ー
グ

ラ
ウ

ン
ド
と

テ

ニ
ス

コ
ー
ト

の

整
備

を
含

む
す

べ
て

の
工
事

を
完
成
さ

せ
た

い
と
考
え

て
い
る
。

全
議
案
に
対
す
る
質
疑
は
、

１２
月
７
日
に
行
わ
れ
、
４
人
の
議
員
が
１７

項
目
に
及
ぶ
質
疑
を
し
ま
し
た
。

そ
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
民
会
館
に
つ
い
て

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、　
一
方

で
、
行
政
改
革
懇
談
会

の
答
申
も
尊
竜

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
両
者

の
整
合

性
が
と
れ
る
よ
う
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
。
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市
政
全
般
の
問
題
を
た
だ
す

一
般
質
問
は
、

１２
月
２
日
、
５
日
、

日
に
行
わ
れ
、

１５
人
の
議
員
が
８６
項
目
に
及
ぶ
質
問
を
し
ま
し
た
。

そ
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

旧
協
和
町
の

農
業
資
料
館
活
用
に
つ
い
て

【
保

坂
議

員
】

筑
西
市
立

農

業
資

料
館

に
は
農
家

の
生
活
道
具
な
ど
が
多
数

展

示
さ
れ

て
い
る
。

通
常

は
休
館

と
な

っ

て
い
る
が
、

こ
れ
ら
は
市

の
貴
重

な
財

産

で
あ
り
火
事

や
盗
難
な
ど

の
危
険

か

ら
守

る
意
味

も
含
め

て
、
今
後
有
効
活

用
す

る
方
法
を
検
討

し

て
は

い
か
が
か
。

【
教
育

次

長
】

資

料
館

は

三
郷

集
落

の

人
林
さ

ん

の
旧
宅

を
昭
和

６０
年

７
月
に

移
築
、
復

元
し
た
も

の
で
江
戸
時
代
中

期
ご

ろ
に
建

て
ら
れ
た
豪
農

の
民
家

で

あ

る
。

こ
の
民
家

の
広

い
ｔ
間
と
問
取

り
を
活
用
し

て
、
古

い
農
機

具
や
生

活

用
具
を
展
示
、

公
開
し

て
い
る
。

保
管

資
料

は
約

３
８
０
点
に
及
び
、
稲
作

や

畑
作

に
使
わ
れ
た
農
機

具
や
台
所

用
品
、

生
活

用
品
な
ど

が
か

つ
て
の
農
業

を
中

心
と
し
た
生

活
文
化
を
知
る
上

で
貴
重

な
も

の
と
な

っ
て
い
る
。

合
併
直
後

の

管

理
人
を
配

置
し

て
い
た
当
時

は
年
間

１
，

０
０
０
人

の
来
館
者

が
あ

っ
た
が
、

管

理
人
不
在

と
な

っ
て
か
ら
は
３
０
０

人
程
度

で
推
移
し

て
い
る
。

現
在

は
事

前
申

し
込
み
を
し
て

の
開
館

と
な

っ
て

い
る
。

小
学
生

の
社
会
科
見
学

や
音
楽

発
表
会
、

ウ

ォ
ー
ク

ラ
リ
ー

コ
ー

ス
の

経
由
地
と
し

て
活
用
し

て
い
る
。

小
学

生

に
は
、
失

わ
れ

て

い
く
日
本

の
生
活

様
式

に

つ
い
て
、
家

と
道
具
、
機

具
を

）

一
体
と
し
て
理
解
し
て
も
ら
え
る
貴
重

な
教
育
普
及
の
場
と
し
て
好
評
を
得
て

い
る
。

こ
れ
か
ら
も
、
将
来
に
わ
た
り

活
き
た
文
化
資
料
、
施
設
と
し
て
大
切

に
伝
承
し
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
へ
の

肺

炎

球

菌

ワ

ク

チ

ン

助

成

を

【
尾
木
議
員
】

こ
れ
か
ら
イ
ン
フ
ル

エ

ン
ザ

が
は

や
る
季
節

と
な

り
、

ど

う

し
て
も
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
注
日
さ
れ

る
。

そ
の

一
方
で
、
細
菌
感
染
に
よ

っ

て
肺
炎
を
引
き
起

こ
し
、
高
齢
者

の
死

亡
に

つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。
肺
炎

で
は
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
４
番
日
と

な
る
年
間
約
８
万
人
が
亡
く
な

っ
て
い

る
。
特
に
、

７０
歳
以
上
の
方

の
肺
炎
の

原
因
で
は
肺
炎
球
菌
が

一
番
多
い
。

こ

れ
に
は
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
が
効
果
的

と
言
わ
れ
、
季
節
性

の
イ
ン
フ
ル

エ
ン

ザ

ワ
ク
チ
ン
と
あ
わ
せ
て
接
種
す
れ
ば

重
症
化
を
防
げ
、
入
院
を
“
％
、
死
亡

を
割
％
防
げ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
保

震
災
復
旧
と

市
民
会
館
の
建
設
に
つ
い
て

【
鈴

木

議

員
】

震
災

に
よ

り
使

用
禁

止

と
な

っ
た
市
民
会
館

の
建

て
か
え

に

つ

い
て
、

施
設
等

の
適

正
配
置
を
検
討
す

る
行
政
改
革
懇
談
会

で
は
、

現
在

の
本

庁

合

を

７
億

円

で
耐

震

補

強

工
事

を

し
、

朽
年
使
用
し
た
後
、

そ
の
跡
地
に

市

民
会
館

を
建

設
す

る
と

い
う
。

市

民

は
、

早
急

に
市

民
会
館

を
建

て
て
ほ
し

い
と
望

ん
で
お
り
、

今
議
会

に
請

願
も

提
出
さ
れ

て
い
る
。

市
長

は
ど

の
よ
う

に
考
え

て
い
る

の
か
伺

い
た

い
。

ま
た
、

新
庁
舎

の
建
設
に
は
６０
億

円
、

そ
し

て

市

民
ホ
ー
ル
に
は
＝
億

円
必
要
だ

と

い

わ
れ

て
い
る
。

震
災
復

旧
を
含

め
た
合

併
特
例
債

に
２
０
０
億

円
必
要

で
あ
り
、

新

た

な

１

０

０
億

円

の
財

政

負

担

は

非
常

に
重

い
。

そ

の
た
め
、
市

民

の
要

求

に
あ
わ

せ
た
重
点
化
が
必
要

で
あ
り
、

今
使

え
る

ス
ピ
カ
ビ

ル

の
活
用
等
も
視

野
に
入
れ

る

べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

【
市
長
】
市
民
会
館

の
建
設
に
係
る
要

望

が
数
多

く
あ

る

の
は
認
識
し

て
い

る
が
、
市

民
会
館

を
ど

こ
に
ど

の
よ

う
な

形
で
建

設
し

て
い
く
か
は
、

広

く
市

民

の
皆

さ
ん
と
合
意

形
成
し

て

い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
と
考
え

て

い
る
。

【
総

務

部

長

】

行

政

改

革

懇

談

会

で

は
、

「市
庁
合

の
整

備
方

針

は
早
急

に

決

め

る

べ
き

で

は

な

い
。

市

民
会

館

は
必

要

な
施

設

で
あ

り
市

民

が
納

得

で

き

る
施

設

整

備

を
望

む
」

と

い
う

意
見
が
多

か

っ
た
。

今
後
、
優
先
順
位
、

財

政

状

況

等

を
勘

案

し
、

市

民

が
納

得

で
き

る
安

全

な

公

共
施

設

の
整

備

方
針
を
定
め

て
ま

い
り
た

い
。

市 民 会 館

農 業 資 料 館
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険
適

用
さ
れ
ず
、
高
齢
者

に
重

い
負
担

と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市

と
し

て

助
成

で
き
な

い
か
伺

い
た

い
。

【
市

長
】

国

に
お

い
て
、

予
防

接
種

法

に
お
け

る
定
期
接
種

の
対
象

と
な
る
疾

病

・
ワ
ク
チ

ン
は
、

昨
今

の
新

た
な

ワ

ク
チ

ン
の
開
発
状

況
等
も
踏

ま
え
、

予

防
接
種

の
実
施

に

つ
い
て
公
的

関
与

の

程
度
等

を
含
め
、

適
切

に
行

う
必
要
が

あ

る
と
し

て
い
る
。

厚
生
科
学
審
議
会

感
染
症
分
科
会

予
防
接
種
部
会

に
お

い

て
、
高
齢
者
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
も
審

議

さ
れ

て
い
る
。
今

後
、

国
及
び

県

の

助
成
制
度

の
動
向

を
注
視
す
る
と
と
も

に
、

他
自
治
体

の
取

り
組

み
状

況
並
び

に
本
市

の
財
政
状

況
を
考
慮
し
、

ワ
ク

チ

ン
接
種

に
お
け
る
公
費
助
成

を
検
討

し

て
い
き
た

い
。

市
民
会
館
建
設
に
つ
い
て

【
須
藤
議
員
】
今
後

の
市
民
会
館

に

つ

い
て
は
、

本
庁
合

を

ス
ピ
カ
ビ

ル
に

）

移
転

し
、

現
在

の
本
庁
合

を
廃
止

し

て
、

そ
の
跡
地

に
多

目
的
市

民
会
館

を
建
設

す

る

こ
と
で
広

い
駐
市
場

を
と
る

こ
と

が

で
き
る
。

将
来
的

な
本
庁
合
建

設
は
、

ス
ビ
カ
ビ

ル
を
本
庁
舎

と
し
て
使

用
し

て
い
る
間

に
貯
蓄
し
、

例
え
ば

県

の
合

同
庁
合
南

の
筑

西
幹
線
道
路
沿

い
に
市

役
所

を
建

設
す

る
よ
う
な

こ
と
も
検
討

し

て
い
く

べ
き

で
あ
り
、

長
期
的

な
視

野
を
持

ち
実
施
し

て
い
く

こ
と
が
大
切

と
考

え
て
い
る
。

当
面
、

ス
ピ
カ
ビ

ル

に
本
庁
舎

を
持

っ
て
い
く

こ
と

に
よ
り
、

市

民
が
望

ん

で
い
る
市

民
会
館

の
早
期

建

設
が
実
現

で
き

る
。

市
長

は

「多

く

の
市

民
と
話
し
合
わ
な
く

て
は
な
ら
な

い
の
で
、

少
し
時

間
が
か
か
る
」

と

い

う
答
弁

を
し

て
い
る
。

こ
の
市

の
方
針

ど

お
り
に
実
施
す

る
と
す
れ
ば

長

い
時

間

が
か
か
る
。

Ｈ
、

５
年

の
長

い
時
間

を
か
け

て
市

民
会
館

を
建
設
し

て

い
く

の
か
、

そ
れ
と
も
市

民

か
ら

の
要
望

を

受
け
、

早
期

に
建
設
し

て
い
く

つ
も
り

か
伺

い
た

い
。

【
総
務

部

長
】

今

の
段

階

で
は
長
期

的

に
検
討
す

る
と

い
う

こ
と

で
ご

理
解

い

た
だ

き
た

い
。

し

か
し
、

市
民
か
ら

の

要
望

が
多

く
な

っ
た
場
合

は
、

位

置
や

財
政
状

況
を
よ
く
考
慮

し
、

コ
ン
セ

ン

サ

ス
を
と
り
な

が
ら
検
討
し

て
い
く

こ

と
に
な

る
と
考

え

て
い
る

の
で
ご

理
解

賜
り
た
い
。

地
域
農
産
物
と
名
産
品
の

Ｐ
Ｒ
に

つ
い
て

【
真

次
議

員
】

本
市

の
農

産
物

に

つ
い

て
、

地
域
ブ

ラ
ン
ド
と

い
う
形
は
と
れ

な

い
も

の
か
。

【
経

済

部

長

】

ブ

ラ

ン

ド

に

よ

っ
て

は
、

そ

の
名
前
を
宣
伝
す

る

こ
と

で
成

り
立

っ
て
き
た
も
の
も
あ

る
。

し
か
し
、

本
市

の
ブ

ラ
ン
ド
と

い
う
か
、

銘
柄

に

な

っ
て
い
る
ナ

シ
や

こ
だ

ま

ス
イ
カ

は
、

長
年

に
わ
た
る
消
費
者

と

の
信
頼
関
係

の
中

で
成
り
立

っ
て
き
た
も

の
で
あ

る
。

い
た
ず

ら
に
Ｐ
Ｒ
し

て
な

る
も

の
で
は

な
く
、

消
費
者
と

の
信
頼

関
係
を
も
と

に
ブ

ラ

ン
ド
は

つ
く
ら
れ

て

い
く
と

い

う
考

え
方

で
あ

る
の
で
、
ご

理
解
賜

り

た

い
。

【
真

次
議

員
】

県

の
銘

柄

産

地

や
推
進

指
定

を
受
け

て
い
る
本
市

の
名
産
、
名

品
を
、

た
だ

待

っ
て
い
る
だ

け

で
な
く

イ

ベ
ン
ト

や
朝
市

な
ど

を
実
施
し
、

ア

ピ
ー

ル
す

る

こ
と
が
必
要
だ

と
思
う
が
、

Ｐ
Ｒ
に

つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考

え

て
い

る
か
。

【
経

済

部

長
】

農
産

物

の
Ｐ

Ｒ
に

つ
い

て
は
、
市

と

Ｊ
Ａ
北

つ
く
ば
、

今
農

い

ば

ら
き

の
連
携

の
も
と
、

量
販
店
等
を

活
用
し

て
Ｐ
Ｒ
し
て

い
る
。
ま
た
、
ロ
ー

カ
ル

テ
レ
ビ
等

も
活
用
し

て
、

宣
伝
し

て
い
る
。

１０
月
に
オ
ー
．フ
ン
し
た

「き

ら

い
ち
筑
西
店
」

を
農
産
物

の
情
報

の

発
信
拠
点
と
市

で
は
位
置
づ

け

て
い
る
。

「
き
ら

い
ち
筑

西
店
」

の
店

長

と
週

¨

回
イ

ベ
ン
ト
を
仕
掛
け
な
が
ら
情
報

を

発
信
す

る
検
討

を
し

て
い
る

の
で
、
ご

理
解
賜
り
た
い
。

原
発
被
害
対
策
に
つ
い
て

【
三
浦
議

員
】

国

か

ら
給
食

食

材

の
放

射
性
物
質

か
ら

の
安
全
確
保
に

つ
い
て

の
通
達

が
あ

っ
た
が
、
放
射
性
物

質

の

測
定

器
を
備

え

つ
け
ら
れ
な

い
か
。

【
教

育

次

長

】

測

定

器

購

入

に

は

５
０
０
万
円
か
ら
２
千

万
円
か
か
る
が
、ｒ̈

成人式 (市民会館 H23)



―■

機
器
の
導
入
に

つ
い
て
関
係
部
署
と
協

議
し
て
ま
い
り
た
い
。

【
三
浦
議
員
】

県
内
市
町
村

の
過
半
数

が
備
え

つ
け
て
お
り
、
子
供
た
ち
を
放

射
能
か
ら
守
る
た
め
、
ま
た
、
農
産
物

の
販
売
戦
略

の
た
め
に
も
市
長
の
英
断

を
求
め
た
い
。

【
市
長
】

県
内

の
状
況
を
見
き
わ
め
な

が
ら
、
関
係
部
署
と
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

【
三
浦
議
員
】
他
市

で
は
放
射
能
測
定

器
も
補
償
請
求
し
て
い
る
事
例
も
あ
る

が
、
本
市

で
は
東
京
電
力

へ
の
補
償
請

求
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

【
総
務
部
長
】

７
月
に
放
射
線
量
測
定

器
を
∞
台
購
入
し
た
費
用
は
請
求
で
き

る
と
考
え
て
い
る
が
、
他
に

つ
い
て
は

他
市

の
状
況
を
見
て
い
き
た
い
。

【
三
浦
議
員
】
他
市

で
は
、

周
り

の
市

と
協
議
体
を

つ
く
り
東
京
電
力
に
補
償

請
求
し
て
い
る
。
本
市
も
、
近
隣
市
町

村
と

一
緒
に
請
求
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

【
市
長
】
桜
川
市
、
結
城
市
と

の
連
携

を
相
談
、
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

【
三
浦
議
員
】
放
射
能
対
策
は
多
く
の

部
署
が
関
係
し
、　
一
本
化
さ
れ
て
い
な

い
。
対
策
室

の
設
置
が
必
要
だ
と
思
う

が
ど
う
か
。

【
総
務
部
長
】
情
報
を
市
民
に
早
く
正

確
に
伝
え
る
た
め
所
管
ご
と
に
対
応
し

て
い
る
の
で
、
ご
理
解
賜
り
た
い
。

京
成
田
地
内
市
道

へ
の

信
号
機
設
置
に
つ
い
て

【
加
茂

議

員
】

市

議
会

で
も

２

回
ほ
ど

質
問
し

て
い
る
が
、
京
成

団
地
内

の
市

道
交
差
点

で
は
交

通
事
故

が
多
数

発
生

し

て

い

る
。

対
策

と

し

て

「止

ま

れ
」

の
標
識

が
道
路
中
央
部
に
取
り
付
け
ら

れ
た
が
、

そ
の
後

も
大

き
な
事
故

が
発

生
し
た
。

警
察

署
に
出
向

き
問

い
合
わ

せ
た
と

こ
ろ
、

市

か
ら

の
請
願
を
受

け
、

県

に

上

申

し

た

と

の

こ
と

で
あ

っ
た
。

地
元
住

民
は
切
実
に
信
号
機

設
置

を
望

ん
で
お
り
、

自
治
会
総
意

で
再
度
請

願

を
出
す
た
め

の
話
し
合

い
を
し

て
い
る
。

市

と
し
て
は
、

こ
の
要
望

を
ど

の
よ
う

に
受
け
と
め
、

た
び
重

な

る
事
故

か
ら

市

民

の
命

と
安
全

を
ど

う
守

る

つ
も
り

か
伺

い
た

い
。

【
市

民
環

境

部

長
】

京

成

団
地
内

の
交

差
点

は
大
変
交

通
量
が
多

く
、

さ
ら
に

道
路
幅
員

が
同
じ

で
あ

る
た
め
交

通
事

故

が
多
数
発
生

し

て
い
る
。

市

と
し

て

は
、

三

時

停

止
」
、

「危

険
」

の
看

板

設
置

や
立
木

の
刈
り
取
り

で
標
識

を
わ

か
り
や
す
く
す

る
対
策
を
と

っ
て
き
た
。

ま
た
、

地
元
自
治
会

や
議
員

か
ら
筑

西

）

警
察
署
に
信
号
機
設
置
の
要
望
活
動
を

行

っ
て
い
た
だ
き
、

「
止
ま
れ
」

の
標

識

が

９
月

に
設
置
さ

れ

た
。

し

か
し
、

残
念
な
こ
と
に
そ
の
後
も
大
き
な
交
通

事
故
が
発
生
し
て
い
る
。
交
通
安
全
施

設
と
し
て
は
、
信
号
機
設
置
が

一
番
有

効
で
あ
り
、
筑
西
警
察
署
か
ら
も
信
号

機
設
置
を
茨
城
公
安
委
員
会
に
上
中
し

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
市
と
し
て
も
早

期
実
現
す
る
よ
う
要
望
し
て
ま
い
り
た

い
。

農

林
漁

業
者

の

６
次

産
業

化

の

取
り
組
み
に
つ
い
て

【大
嶋
議
員
】
今
、
日
本

の
農
林
漁
業
は
、

環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ

）
、

農
業
従
事
者

の
高
齢
化
や
後
継
者
問
題

な
ど
取
り
巻
く
環
境
は
極
め
て
厳
し
い
。

こ
の
状
況
下
、
６
次
産
業
化
法

（通
称
）

が
施
行
さ
れ
た
。

こ
の
法
律
は
、
農
林

漁
村

の
６
次
産
業
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
し
、
新
た
な
市
場
と
付
加
価

値
の
創
出
、
地
域
２
屋
用
の
確
保
等
を

推
進
す
る
も
の
で
あ
る
。
農
林
水
産
省

Ｏ
Ｏ

は
食
料
産
業

局

を
創
設
す

る
ほ
か
、

産

業

連

携

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

が

設

立

さ

れ
、

農

業

団

体
、

経

済

団

体

等

が
協

力

し
、

生
産

か
ら
加

工
、

販
売

ま

で
手

が
け
る

新
事
業

を
支
援

し

て
い
る
。

本
市

で
は
、

Ｊ
Ａ
北

つ
く
ば

に
よ

る

フ
ァ
ー

マ
ー
ズ

マ
ー
ケ

ッ
ト

「き
ら

い
ち
筑

西
店
」

が

オ
ー
プ

ン
し
た
。

市

と
し

て

の
６
次
産

業
化

に
向

け
た
取
り
組

み
を
伺

い
た

い
。

【
経

済

部

長

】

６

次

産

業

化

法

で

は
、

農
家
等

が
農
産
物

の
生
産
加

工
販
売
を

行

う
場
合

に
、

国

か
ら
事
業

計
画

の
認

定

を

受

け

る

こ

と

で
、

農

業

改

良

資

金

の
優
遇
措
置

や
農
地
転
用
手
続

の
簡

素

化
等

の
特
例
が
受
け

ら
れ

る
。

市

と

し

て
は
、
農
業
者

間

の
連
携

や
農
業
者

と
他
産
業
者

と

の
連
携

の
強
化

の
た
め
、

他
地
域

の
成
功
事
例

や
、

支
援
等

の
情

報
提
供

を
積
極
的
に
行

い
、

６
次
産
業

化

に
取

り
組

む
事
業
者

を
支
援

し

て
ま

い
り
た
い
。

京成巨1地 内交差点

き ら い ち 筑 西 店



市
民
病
院
に
つ
い
て

【
藤

川
議

員
】

先

日
、

地

域

医
療

政
策

セ

ミ
ナ
ー

に
参

加
し
、

先
取
的
な
地
域

医
療

に
取
り
組
ん

で
い
る
秋

田
県

の
横

手

市

立

大

森

病

院

の
話

を

聞

い

て

き

た
。

そ
の
病
院

で
は
、

平
成

９
年

か
ら

午
前
中

の
診
療

と
合

わ

せ
て
夕
方

５
時

か
ら

７
時

ま

で
の

「夕
暮
れ
診
療
」

を

し

て
お
り
、
夕
方
し

か
病
院

に
来

ら
れ

な

い
お
勤

め

の
方
や
学
生

が
診
察

を
受

け

て
い
る
。

そ

の
効

果

は
と
で
も
大

き

く
、

夕
方
診
療
し

て
も
ら
う

こ
と
に
よ

り
、
救
急

に
頼

る

こ
と
や
夜
間
に
病
院

に
駆
け
込
む

こ
と
が
随

分
少
な
く
な

っ

た

そ
う
だ
。

市

民
病
院

で
も
取
り
入
れ

る

こ
と
が
で
き
な

い
か
伺

い
た

い
。

【
市

民
病

院

事
務

部

長
】

震
災

後

８
月

８

日

に
病

棟

で

の
外

来

診

療

を

再

開
、

Ｈ
月

１
日
よ
り
入
院

診
療

を
再
開
し
た
。

医
師

の
当
直
も
復
活
し
た

の
で
、
緊
急

の
病
院

と
し

て
の
責
務

を
果
た
し
、

緊

急

の
患
者

に
対
し

て
は
あ
る
程
度

の
医

療
提
供

は
で
き
て

い
る
も

の
と
理
解

し

て
い
る
。

し
か
し
、
提
案

い
た
だ

い
た

「夕
暮

れ
診
療
」

に

つ
い

て
は
十

分

に

検
討

さ
れ

て
い
な

い
の
が
現
状

で
あ

る
。

新

た
な
時

間
外
、

医
師
、

医
療

ス
タ

ッ

フ
等

の
問
題
も
考

え
ら
れ
、

現
在

医
療

ス
タ

ッ
フ
も
ぎ

り
ぎ

り

の
と

こ
ろ
で
診

療

し

て
い
る

こ
と
も
あ

り
、

夕
暮

れ
診

て は
ま 

｀

い も
り う
た 少
い し°

日寺
間
を
か

【
津

田
議
員
】
都
市
計
画
税
は
使

い
道

が
都
市
計
画
事
業
や
土
地
区
画
整
理
事

業
に
特
定
さ
れ
た
目
的
税
で
、
市
街
化

区
域
内
に
土
地
や
家
屋
が
あ
る
個
人
と

法
人
に
課
せ
ら
れ
る
税
で
あ
る
。
都
市

計

画
税

の
合

計
額

が
４
億

９
千

万
円
、

下
館

地

区
が

３
億

８
千

万
円
、

関
城

地
区
が
４
，

８
０
０
万
円
、
明
野
地
区

が
３
，

８
０
０
万
円
、
協
和
地
区
が
２
，

４
０
０
万
円
と
な

っ
て
い
る
。
地
区
ご

と
に
、
課
税
の
対
象
面
積
、
戸
数
に

つ

い
て
伺
い
た
い
。
ま
た
、
都
市
計
画
税

は
旧
３
町
の
地
区
に

つ
い
て
は
合
併
か

ら
５
年
間
据
え
置
か
れ
、
昨
年
か
ら
徴

収
さ
れ
て
い
る
。

課
税
さ
れ
た
額
に
見

）

合

う
事
業

や
、

計

画

が
あ

る

の
か
も

あ

わ

せ
て
伺

い
た

い
。

【
税

務

部

長

】

都

市

計

画

税

は
、

平

成

２２
年

度

か

ら
税
率

を

０
・
３

％
か

ら

０

・
“

％

に

引

下

げ

課

税

さ

れ

て

い

る
。

対
象
面
積
、

人
数

は
下
館
地
区
が

１
，

０
１
５
ｈａ
、

１
万
２
３
５
人
、

関

城
地

区
が

２
１
９
ｈａ
、

１
，

４
８
８
人
、

明
野
地
区
が
１
７
４
ｍ
、

１
，

３
２
４

人
、

協

和

地

区

が

１

１

４

ｈ
、

１
，

３
２
８
人
、

あ
わ

せ
て
１
，

５
２
２
ｈａ
、

１
万
４
，

３
７
５
人

で
あ
る
。

【
企

画

部

長

】

都

市

計

画

税

は

街

路

事

業

に

３

５

５

万

５

千

円
、

公

共

下

水

道

事

業

に

３
億

４

９

２

万

２
千

円
、

八
丁
台
上
地
区
画
整
理
事
業

に
７
，

５

１

５

万

６

千

ＰＩ
、

駐

車

場

事

業

に

１
，

７
９
７
万
３
千
円
、

そ
れ
と
都
市

計

画
事
業

に
係

る
地
方
債

の
償
還

に
８
，

５
５
９
万
２
千
円
が
充
当
さ
れ

て
い
る
。

空
き
家
管
理
条
例
に
つ
い
て

【
石
島
議
員
】
住
民
か
ら
、
空

き
家

に

対
し
て
長
期
間
に
わ
た
り
放
置
さ
れ
倒

壊
し
た
り
、
財
産
や
防
犯
の
面
で
の
不

安

や
景
観

悪
化

を
懸
念
す

る
声

が
上

が

っ
て
い
る
。
今
後

の
考
え
方
、
取
り

組
み
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
市
民
環
境
部
長
】
管
理
不
良
と
認
め

た
空
き
家
等
に
対
し
て
は
、
ま
ず

目
頭

や
文
書
で
改
善
依
頼
を
し
て
い
る
。

そ

れ
で
も
改
善
が
見
ら
れ
ず
周
囲
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
場
合
に
は
、
き
れ
い
な
ま

ち
づ
く
り
条
例
を
適
用
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
悪
質
で
改
善
が
図
ら
れ
な
い

場
合
に
は
勧
告
、
命
令
、
公
表
、
罰
則

な
ど
の
対
応
も
規
定
し
て
い
る
。

【
石
島
議
員
】
空
き
家

の
実
態
は
ど
う

な

っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
管
理
条
例
の

制
定
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
市
民
環
境
部
長
】
空
き
家

の
実
態
に

つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
状
況
で
あ

る
。
管
理
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
は
危

機
管
理
上
、
新
た
な
行
政
課
題
と
と
ら

え
て
い
る
。

市 民 病 院

都
市
計
画
税
に
つ
い
て

中島西榎生線



【
石
島

議

員
】

空

き
地

や
空

き
家

の
管

理

に

つ
い
て
市

民
か
ら
苦
情
、

要
望

は

あ

る

の
か
。

【
市

民
環
境

部

長
】

本

年

４
月

か
ら

＝

月

ま

で

の
空

き

地

に

つ
い

て

は

３３

件
、

建
物

に

つ
い
て
は

５
件

の
苦
情
、

要
望

が
あ

っ
た
。
今
後

は
現
場

の
確

認
や
環

境

パ
ト

ロ
ー
ル
を
し
な

が
ら
適

切
な
対

応
を
し
て
ま

い
り
た

い
。

駅
前
平
面
駐
車
場
の
利
用
状
況
は

【
稲

川

議

員

】

ス

ピ

カ

ビ

ル

東

側

の

平

面

駐

車

場

は

約

１
，

０

０

０

坪
、

１
３

２
台

の
駐
車

ス
ペ
ー

ス
が

整
備
さ
れ
て
い
る
。
現
在

の
借
地
料
は

平
成

２２
年
度

の
決
算
書

に
よ

る
と

１
，

０
２
０
万
円
、
維
持
管
理
費
を
含
め
る

と

１
，

２
０
０

万
円

の
支

出

で
あ

る
。

平
成
３
年
か
ら
”
年
間
の
借
地
料

の
推

移
と
費
用
対
効
果
に

つ
い
て
伺

い
た
い
。

【
土
木
部
長
】
平
成

３
年
４
月
よ
り
２

名

の
権
利
者
と
上
地
賃
貸
借
契
約
を
結

び
３
カ
年
の
更
新
契
約
と
し
て
劉
年
間

の
借
地
を
継
続
し
て
い
る
。
今
回
の
更

新
時
の
契
約
は
平
成
野
年
３
月
３‐
日
ま

で
で
、
平
成
３
年
か
ら
の
支
払

い
総
額

は
２
億
６
，

５
７
４
万
３
，

１
８
０
円

で
あ
る
。
利
用
状
況
は
、　
一
般
定
期
利

用
者
詞
台
、
市
職
員
定
期
利
用
者
∞
台

で
あ
り
、

そ
の
他
は
時
間
貸
し
駐
車
場

と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
賃
借
料
は
大

き
な
負
担
と
な

っ
て
い
る
の
も
事
実
だ

が
、
公
営
駐
車
場
と
い
う
側
面
も
あ
る
。

ス
ピ
カ
ビ
ル
の
動
向
や
駐
車
場
利
用
形

態

の
変
更
等
も
視
野
に
入
れ
た
検
討
を

行
い
、
歳
出
の
削
減
を
図
り
、
収
入
の

確
保
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

【
稲
川
議
員
】
市
民
に
は
財
政
状
況
が

悪
い
た
め
に
我
慢
を
強
い
て
い
る
。

１

年

間
満
車

に
な

っ
て
も

９
５
０
万
円

程
度

に
し

か
な

ら
な

い
施

設

に
、

１
，

２
０
０
万
円
を
支
出
し
、
借
り
る
必
要

が
あ
る
の
か
。

【
土
本
部
長
】
今
後

ス
ピ
カ
ビ
ル

の
動

向
や
本
庁
合

の
位
置
な
ど
が
決
ま

っ
た

時
点
で
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

財
政
と
合
併
特
例
債
事
業
に

つ
い
て

【
小
島

議

員
】

平
成

２
年
度
決

算

に
お

け

る
財
政
健
全
化
指
標

は
、

３
年
連
続

の
向

上

で
、

実
質
公
債
費

比
率
等

が
健

全

化

基

準

を

上

回

っ
て

い

る
。

し

か

し
、

す

べ
て

の
指

標

が

よ

く

な

っ
て

い

る

わ

け

で

は

な

く
、

地

方

債

の
残

一

高

は
３
７
０
億

円
程
度
あ

り
、

平
成

２０

年
度
よ
り
年

々
ふ
え
て
い
る
。

単
年
度

収
支

は
、

２
年
連
続

の
赤
字

で
赤
字
幅

が
ふ
え

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状

況

で
、

今

後

合

併

特

例

債

事

業

と

し

て
、

約

２
０
０
億

円
が
予
定
さ
れ
、

市

の
負
担

は
確
実

に
増
大
す

る
。　
一
方
、

地
方
交

付
税

は
平
成
２７
年

か
ら
合
併

に
よ
る
算

定
替

の
特
例
措
置
が
段
階
的

に
縮
減
さ

れ
、
市

税
は
長
引
く
不
況

で
減
収

が
予

想

さ
れ

る
。
市

は
、
今
後

の
財
政
状
況

を
ど

の
よ
う
に

シ

ュ
ミ
レ
ー

シ

ョ
ン
し

て
い
る
の
か
。

【
企

画

部

長

】

平

成

２

年

度

決

算

は
、

財

政

諸

指

標

に

改

善

が

見

ら

れ

た

が
、

今
後
、

市
税
収
入

の
伸
び

は
期
待

で
き

な

い
こ
と
、
社
会
保
障

関
係
経
費

の
増

が
見

込
ま
れ

る
こ
と
に
加
え
、

普

通
交

付

税
が
減
額
さ
れ
、
大
幅

な
歳

人
減

が

見
込
ま
れ

る
。　
一
方
、
合
併
特
例
債

は
、

限

ら
れ
た
期

間

の
有
利
な
資
金
手
当

て

で
、

新
市

の
基
盤
整
備
を
進
め

る
手
段

で
も
あ

る
。

こ
の
合
併
特
例
債

は
、

元

利
償
還
金

の
７０
％

の
普
通
交
付
税
措

置

が
講
じ
ら
れ

る
た
め
、

公
債
費

に
関
す

る
財
政
指
標

へ
の
影
響
は
少
な
い
と
推

計
し
て
い
る
。
し
か
し
、
今
後
合
併
算

定
替

の
終
了
に
加
え
、
新
中
核
病
院
の

運
営
経
費
等
に
よ
り
、
財
政
環
境
は

一

層
厳
し
く
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

【
田
中
議
員
】
協
和
中
学
校

の
新
校
舎

建
設
が
進
み
、
先
月
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
か

ら
駐
市
場
設
置
に

つ
い
て
次

の
相
談
が

あ

っ
た
。

「校
合

の
裏

に
駐
車
場
、
校

舎
寄
り
に
は
４
台

の
来
賓
駐
車
場
が
確

保
さ
れ
て
い
る
。
身
障
者
用
の
駐
車
場

も
な
く
、　
一
番
近
い
駐
車
場
が
来
賓
用

と
い
う
の
は
道
徳
教
育
上
も
問
題
が
あ

る
。
ぜ

ひ
校
舎
近
く
に
駐
車
場
を
設
置

し

て
ほ
し

い
」

と

の
こ
と

で
あ

っ
た
。

私
も
同
感
で
あ
り
、
設
計
変
更
を
要
望

し
た
と
こ
ろ
、
計
画
を
変
更
し
て
い
た

だ

い
た
。
今
後
、
下
館
西
中
学
校
、
下

館
北
中
学
校
が
建
設
さ
れ
て
い
く
。

そ

こ
で
も
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
学
校

の
要
望
を
建

設
に
柔
軟
に
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
、
校
合
建
設
の
検
討
委
員
会

に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者

の
参
加
を
検
討
い

た
だ
き
た
い
が
ど
う
か
。

【
教
育
次
長
】
校
舎
建
設
に
当
た

っ
て

は
、
学
校
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
た

こ
と
で
要
望
を
反
映
で
き
た
が
、
基
本

設
計
か
ら
長
期
間
を
要
す
る
こ
と
も
あ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
、
要
望
が
出
て

駅 前 平 面 駐 車 場

倉持・東石田線



き
た
。

長
期

間
使

用
す

る
施
設

で
も
あ

り
、

先
生

や
生
徒

に
と

っ
て
使

い
や
す

く
安
全
な
施
設
と
な
る
よ
う
、

意
見

や

要
望

を
反
映
し
な
が
ら
建
設

を
進
め

て

ま

い
り
た

い
。

【
教

育

長
】

校
合

建

設

の
検

討
委

員

に

は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ

の
正
副
会

長

や
女
性
ネ

ッ

ト

ワ
ー

ク
委

員

に

も

参

加

い

た
だ

き
、

さ
ま
ざ

ま
な
意
見
を
お
聞
き
し

て
い
る
。

今
後
も
地
域
と
連
携
し
、

理
解

を
得
な

が
ら
事
業

を
進
め

て
ま

い
り
た

い
。

校学中
本́

1協

小
中
学
校
の
各
教
室

へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て

【
榎
戸
議
員
】
最
近

の
夏
場

の
猛
暑
か

ら
、

小
中
学
校
教
室
が
劣
悪
な
環
境
に

な

っ
て
い
る
。
各
教
室
に
エ
ア

コ
ン
設

置
が
急
務
と
思
う
が
、
ご
検
討
い
た
だ

き
た
い
。

【
市
長
】

小
中
学
校

の
各
教
室

の
エ
ア

コ
ン
設
置
状
況
は
、
全
国
平
均
で
特
別

教
室
劉

・
６
％
、
普
通
教
室
１６
％
、
茨

城
県
で
は
特
別
教
室
２０

．
‐
％
、
普
通

教
室
１０

・
４
％
、
本
市
で
は
特
別
教
室

IⅢ■‐ ‐

視
福祉文教委員会

研修 日 :10月 26日 ～ 27日

研修先 :静岡県#り II市

テーマ :地域医療再生計画

掛川市 と袋井市では、医師

確保や救急医療に対応するた

め、 2つ の公立病院を統合 し

て新病 院建設 を行 つて お り、

本市によく似た状況です。

『場所や、経営形態 の決定

には、 紆 余 曲折 が あ つたが、

市民の命と健康 を守るために

避けて通れない』 という認識

のもと、会議 。調整を重ねた

そ うです。

我が筑西市の一歩先を行 く

事例であ り、今後の新中核病

院建設に非常 に参考になる研

修で した。

）

‐６

・
９

％
、

普

通
教

室

１
・
６

％
と
低

い
状

況
で
あ

る
。

今
後
、
整
備
費

用
や

維
持
管
理
費

用
を
含

め
、

学
校

の
改
修
、

整
備
計

画
と
あ
わ

せ
て
検
討

し

て
い
き

た

い
。

【
榎

戸
議

員
】

エ
ア

コ
ン

の
設

置
費

用

の
試
算

は
ど

う
か
。

【
教
育

次

長
】

普

通
教
室
、

特

別
教

室

な
ど
全
体

で
９
６
３
室
、

大
設
置

の
教

室
等

は
８
０
４
室

あ
り
、

設
計
料
等

を

含

め
＝
億

円
程
度
に
な

る
。

【
榎

戸
議

員
】

一
度

に

＝
億

円

を
拠

出

す

る
の
は
無
理

で
も
、

早
速
、

順
次

予

算

を
講
じ

て
子
供

た
ち

の
学
習
環
境
を

整

え
て
い
た
だ

き
た

い
が
ど

う
か
。

【
市

長
】

今

年

は
各
学

校

で
緑

の
カ

ー

テ
ン
を
設
け
た
り
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者

の

ご

厚
意

に
よ

っ
て
扇
風
機

を
設
置
し
た

り
し
て
い
る
。

い
ず

れ
に
し

て
も
、

中

学
校
等
に

つ
い
て
は
、

順
次
整
備
、

改

築

工
事

を
進

め
て
い
る
と

こ
ろ
で
、
中

・

長
期
的
ビ

ジ

ョ
ン
で
あ

る
小
中

一
貫
教

育
、
将
来
的
に
は

６
中
学
校
、

６
小
学

校
と

い
う

こ
と
も
視

野
に
入
れ
、

計
画

的

に
検
討
さ

せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

経済土木委員会

研修 日 :11月 17日 ～ 18日

研修先 :群馬県吾妻郡長野原町

テーマ :八 ッ場ダム視察

工事現場視察及び事業説明

を受けました。事業に着手 し

て か ら、 長 い年 月 をか けて、

ほぼ 9割 まで事業 も進んでい

るそ うです。

研修先 :宮城県仙台市

テーマ :震災の農業への影響

仙台市では、 津波 による甚

大な被害 を受 けた仙台東地 区

の未来 づ く りと して国 。県・

市が連携 して新 たな取 り組み

を始 めたそ うです。 また、農

業 災 害 復 旧情 報 紙 を発 行 し、

情報 の提供 を行 って いま した。

研修先 :宮城県石巻市

テーマ :駅前商業ビルの利活用

常 任 委 員 会

総務企画委員会

研修 日 :10月 17日 ～ 18日

研修先 :福島県会津若松市

テーマ :議会基本条例

会津若松市議会では、議員

の政治倫理基準を設けるとと

もに、市民参加型の政策形成

を図るため、意見交換会、政

策討論会を実施 して、先進的

な議会改革 を行っていました。

研修先 :宮城県石巻市
テーマ :駅前ビルの利活用

石巻市では、デパー トが撤

退 した駅前商業ビルを本庁舎

とするほか、 1階部分を商業

スペース として、複合的な利

活用をしていました。

両市 とも、現在の筑西市が

抱える問題の解決策 を探るた

め、有意義な研修で した。

小学校設置エアコン



第 3回 臨 時 会

第

３
回
臨
時
会

は
、

１０
月

別
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
臨
時
会

で
は
、　
一
般

会

計
補

正
予
算

が
審
議
さ
れ
、

そ

の
主
な
も

の
は
、

下
館

北

中
学
校
整
備
事
業
、
新

中
核

病
院

の
建
設

に
係

る
負
担
金
、

こ
ど

も
手
当

て
対
応

シ
ス
テ

ム
再
構
築
で
し
た
。

慎
重

な
審
議

の
結

果
、　
一

般
会

計
補

正
予
算

は
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

一鳳

圏

翻

〕

本
市

の
行
政
調
査

の
た
め
、
次

の
議
員

が
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。

Ｏ
Ｈ
月
８
日

新
潟
県
燕
市
議
会

（５
名
）

▼
住
民
参
加
型
ま
ち
づ
く
リ

フ
ア
ン
ド

０
１
月
Ｈ
日

佐
賀
県
唐
津
市
議
会

（３
名
）

▼
住
民
参
加
型
ま
ち
づ
く
リ
フ
ア
ン
ド

曰

日

　

　

日

』
‐４
‐６
・月
‐２

瘍

襄

ピ

ｔ

当

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
こ
そ
は
と
、
意
を
新
た
に
新
春
を
迎
え
ら

れ
た
市
民
の
皆
様
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
や
建

物
の
倒
壊
等
に
よ
り
、
２
万
人
も
の
被
雷
者
を

出
し
、
ま
た
、
福
島
第

一
原
発
事
故
の
放
射
能

問
題
、
農
作
物
の
風
評
被
害
、
あ
る
い
は
Ｔ
Ｐ

Ｐ
加
入
問
題
等
々
、
多
く
の
出
来
事
が
起
こ
っ

た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
な
で
し
こ

ジ
ヤ
バ
ン
の
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
優
勝
は
国
民
に

多
く
の
希
望
と
勇
気
を
与
え
ま
し
た
。

本
市
に
お
い
て
も
、
新
中
核
病
院
、
ス
ピ
カ

ビ

ル
問
題
、
市
民
会
館

の
廃
止
、
人
口
減
少
、

公
共
施
設
の
耐
震
化
等
、
多
く
の
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。

私
た
ち
議
員
は
、
市
の
目
標
で
も
あ
る

「人

と
自
然
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
　
共
生
文
化
都

市
」
実
現
の
た
め
に
、
市
民
の
皆
様
と
協
働
し
、

一

適
進
し
て
い
く
所
存

で
す
。

広
報
委
員
会

は
、
議
会

の
さ
ま
ざ

ま
な
情
報

を
提
供
す

る

『市
議
会
だ

よ
り
』

が
、

よ
り
読

み
や
す
く
な

る
よ
う
、
取
り
組
み
ま
す

の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
　

（
大
嶋
　
茂
）

【広
報
委
員
会
】

委

員

長

副
委
員
長

委

　

口員

筑
西
市
議
会
事
務
局

筑
西
市
下
中
山
７
３
２
１

1011

26日 ～ 27日
福祉文教委員会視察研修 (推り 1市 )

31日 第 3回筑西市議会臨時会

第 3回スピカビルあり方検討特別委員会

11月

2日 第 2回筑西広域市町村圏事務組合定例会
8日 ～ 9日

第 2回県西市議会議長会定例会
15日 ～ 16日

第 1回茨城県市議会議長会議員研修会
17日 ～ 18日

経済土木委員会視察研修 (八 ッ場ダム
・仙台市・石巻市)

24曰 第 1回県西総合病院組合議会臨時会
25日 議会運営委員会

広報委員会
第 4回スピカビルあり方検討特月」委員会

広報委員会
第 5回スピカビルあり方検討特別委員会

24日 ～ 25日
茨城県市議会議長会定例会

〃 〃 〃 〃 ″

審
２４

‐
２
１
１
１

（内
線
３
７
２
）

百 大 稲 保 須 真

見
嶋 川 坂 藤 次

新 直  洋

晋 茂 二 樹 茂 行

三 堀

浦 江

1              健

諜 一

年
賀

の
ご
あ

い
さ

つ
な
ど
の

禁
上
に
つ
い
て

公
載
選
挙
法
に
よ
う
、
議
員
個
人
の

年
賀
状
な
ど

の
あ

い
さ

つ
状

の
差
由
、

年
賀

の
ご
あ

い
さ

つ
は
禁
止
さ
薇

て

お
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

０
乙

ホームヘ ーシ : http://www city chikusel lg jp
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